
-3

-2

-1

0

1

2

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R3

数学Ａ 数学Ｂ 数学

■ 結果のポイント
１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

○「数と式」「資料の活用」の２つの領域で全国平均を上回る。
▲「図形」領域の数値が全国平均を下回る。条件を用いて
説明する記述式問題の正答率が低い。

・全国平均並みである｡

３ 観点別の結果

４ 正答数度数分布
○「技能」の観点において全国平均を上回
る。
▲「数学的な見方や考え方」の観点で全国
平均を下回る。

○低学力層の生徒の割合（正答率２０％以
下）が全国平均より少ない。
▲正答数が全国平均以上（9問以上）の生
徒は58.6％であり，全国値59.6％を下回
る。
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大分県（公立） 全国（公立）Ｒ３

領 域 県 全国平均

数と式 65.3 64.9 

図形 48.4 51.4 

関数 56.4 56.4 

資料の活用 55.9 53.8 

領 域 県 全国平均

数学への関心・意欲・態度 対象問題数０のため数値なし

数学的な見方や考え方 39.5 41.1 

数学的な技能 80.9 77.7 
数量や図形などについての知識・理解 65.6 65.6 
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□ 課題が見られた問題と指導の改善

１ 正答率が低かった問題 指導の改善
【学習指導のポイント】

事柄が成り立つことについて，根拠を明確にして
説明することができるようにする

○事柄が成り立つことを説明するためには，何を
示せばよいかを明らかにし，着目すべき性質や
関係を見いだす活動を取り入れ，根拠を明確
にして説明することができるように指導すること
が大切である。

○本設問を使って授業を行う際には，四角形ＡＢ
ＣＥが平行四辺形になることを説明するために，
平行四辺形になるための条件を示せばよいこ
とを明らかにし，どの条件を用いればよいかに
ついて検討する活動を取り入れることが考えら
れる。
その際，△ＡＢＣと△ＣＥＡが合同であることを
基に，対応する辺や角の等しい関係に着目し
て，平行四辺形になるための条件を確認する
場面を設定することが考えられる。

中学校数学

大問９（3）【大分県平均正答率38.4％ 全国平均正答率44.3％】
平行四辺形になるための条件を用いて，四角形が平行四辺形に
なることの理由を説明することができるかどうかをみる問題。

解答類型
県平均

正答率

全国平均

正答率

正
答
例

〈アを選択〉 ＡＢ＝ＣＥ……① ＢＣ＝ＥＡ……②
①，②より，２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形である。
〈イを選択〉 ∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ……① ∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥ＝１２０°……②
①，②より，２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形である。

38.4% 44.3%

誤
答
例

・条件となる辺を具体的に記述していない。
・選択した条件に合う具体的な記述ができていない。
※根拠として用いる２組の向かい合う辺の相等を具体的に明示することができな
かったと考えられる。

13.5% 11.6%

無解答 3.5% 3.6%

「どの条件を
用いれば平
行四辺形で
あることがい
えるかな？」

「条件を用い
るためには，
何が分かれ
ばよいだろう
か?」


